
はじめにお読みください 
 

この文章は、研究室に所属する学生が研究活動の一環として作成してくれたも

のです。研究室セミナーの時間に輪番で発表してもらい、研究に関連した事項の

基礎知識の向上をはかりました。内容・文章ともに未だ不完全なものもあります

が、2018年度に調査してくれたものを公開いたします。 

 

※学生の作成してくれたファイルをそのまま公開しております。ところどころ

誤った記述もあるため、内容については保証いたしかねます。ご注意ください。 

（2019年度以降、少しずつ改訂していく予定です。） 
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【分光器（モノクロメータ、ポリクロメータ）】 

 分光器（モノクロメータ、ポリクロメータ）について説明してください。 

                             作成日：2018年 5月 9日 

                             担当者：渡邊裕介 

モノクロメータ、ポリクロメータなどの分光器は光源から放射される連続光の中から欲し

い波長の光を得るために用います。 

その中でもモノクロメータは、単一の波長の光を取り出すために使われ、Kβフィルターよ

りも高精度で欲しい単一波長の光を取り出すことができます。 

モノクロメータには結晶モノクロメータやプリズムを用いたもの、そして回折格子を用い

たものがあります。その中でも代表的な結晶モノクロメータについて説明します。 

結晶モノクロメータは主に X 線粉末法に用いられ、X 線源と試料の間に置く入射モノクロ

メータと、試料か検出器の間に置くカウンターモノクロメータの二種類があります。 

下の Fig.1ではカウンターモノクロメータ付き集中法光学系の装置を示しました。 

モノクロメータの仕組みでは、ブラッグの式 

2ｄsinθ = nλ 

を使います。結晶モノクロメータは使う結晶が決まっていることから面間隔 d がわかって

おり、欲しい X 線の波長λに合わせて角度θを変えることで目的の波長を得ることができ

ま す 。

 

Fig.1 カウンターモノクロメータ付き集中法光学系の装置図 

 

 

 

 

 

 

 

 



これに対してポリクロメータは複数の波長の光を検出することができます。ポリクロメー

タは円周（ローランド円）上に円と同じ曲面の凹面回折格子をおき、これと反対側の円周上

の各波長に相当する位置に置かれた出口スリット上に焦点を結び、検出器で検出するとい

う仕組みです。また、480 nm 以上の長波長は測定できないので、アルカリ元素なども同時

定量する場合は第二の分光器を設置します。モノクロメータとの違いは、回折格子を回転さ

せないこと、また出口スリットがなく検出器を多数設置することで一度に複数の光を検出

することができる点です。 

 

Fig.2 ポリクロメータ 
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